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燃料あるいは化学二に業原料としてのポ油の進‖=ま世ヴュ的低向であ

って,わが国もその例にもれず石 ははなはだしく苦境に立つ

に至った｡この結果灰偶の大幅な引下げが必要となり採 に運搬に

極度の合理化を行うことによダフ,局面を打開するため各桂のカ策が

とられつつある｡

採炭機とLては西ドイツより輸入されたホーベルが約10台稼動し

ているが,憩条件な日本の騰層には必ずしも全部が好成績とはいえ

ず,その適用範囲もきわめて狭いので,やはり採炭機の本命はカッ

タ系にあると考えられる｡

コールカッタも従 のように単純な構造から逐次広範な応用に術

えてベンドジブ,ラーメンジブ,ホイールジブからドラムカッタロー

ダと切戟性能と積込み性能そのものに進展してきた｡出力も30kW

から90kWにわたり各種のものがあり,それぞれの稼動切羽の条

件と予定田炭量とによりその形式と旧力が 定されている｡

さきにドラムカッタローダを世に出したが本機は採炭と積込ふせ

機械的に行うもので,その使用実績ほ非常に良好であり,同時に実

施したチェーソフィード方式は従来のロープ式に比べ格段の能率向

上がみられ,今後の代表的機経として著増の幌向にある｡

また薄層よりのどJ_l朕を増人するために,高‖力でかつ機高の低い

ものが要望され451(W薄屑用カッタを完成した｡本機はモータの

回転二予を2本に分け並列とすることにより機高をきわめて低くしな

がらH力を大とし,高圧の油圧ポンプモータを使用して操作性を向

上せしむるなど画期的構造で今後の薄層採炭に大きく各与するもの

と考えられる｡

採炭切羽の 約とこれに伴う出炭量増大に対L,ダブルチェーソ

コンベヤも幅あるいは速度を増して運搬量を増加することが行わ

れ,かつその後方運搬機としてのカーブドコンベヤの使命もますま

すその重きを加え,若い､使用実績の増加がみられる｡

運搬の主体をなす巻上機については,ld.3巻上機に

19.1採 炭 機 械

炭価引下げのための合理化

ある｡

として,切羽の棟械化は強力に進め

られているが,その方向ほ一切羽よりのF一則夫の増加にある｡また全

国主要切羽35の機械採炭作業の調査結果平均によると,採炭機の切

哉作 は3.4%,その移動作業0.7%に比し,それに続く積込作

22.1%と大きな割合を占め,その機械化の必然性を示している｡

日立製作所における採択機械もこれに応じ,従

から,ベンドジブ,ラー

メソジブ,ホイールジブ

とコンベヤトラフ側方~F

磐際の切裁を行いうるも

のと進展,切蔵灰崩落炭

の積込みの労力を軽減せ

しめるとともiこその機械

化を可能ならしめてき

た｡
⊥:∴ l招て山鉱

所へ納入したドラムカッ

タローダは完全機械化採

騰機と 成な秀優てし

発揮し,引続き三菱鉱業

大夕張砿 所,常 炭砿

は

の平ジブカッタ

砦城鉱 所,~jlT河鉱 鉱相川抑 北海泊炭砿汽船､㌣和鉱 所へ納

入した｡これら漬込みの機械化ほ,切羽運搬の廉化滋必要とし,片

磐運搬の辿凝化とあいまち弘旧しの増加とその

採択の合理化に大きく 与L-ているL｡

約を可能ならしめ

さらに捉価せ引下げるための新技術として水力採脱水力輸送など

の研究が進められている｡水ノ｣採根磯の第1ゝi･機はポ灰接術研究所

に納入され35年8Jlよ机綱川㍑湖験所こて使用されており,水力

な期待がかけられる成績を示Lた｡

19.1.175kWラーメンカッタ

緩傾斜,中座層,長壁式切羽用の連続採炭磯として,90kWラー

メンカッタローダを,昭和31年憂国産一片磯として,北海道炭砿株

式会社夕張に納入した｡以後数次にわたF)坑内試験が実施された

が,予定の卯羽条件が得られず所期の総合能率を確認するまでにい

っていない｡しかLカッタローダとしての切裁と積込み能力につい

てはかな∫)好結果を得ている｡中硬度の根質で若干の頁岩の介在が

あっても天磐,下磐が安藁し,極端な断 が少なけれ

ば,その威力を十分発揮することができたであろう｡

35年度完成した75kWラーメソカッタは羽幌択鉱に納入された

もので, ㈲動電 75kWで,機械部分はラーメソジブと上

ジブ付で前ぃりの尖掛こよりラーメンジブの機械旋回装置の一部と,

操作ノ､ソドル系の･→部を改良し,操作の確実性の向上を計った｡最

大牽引能力は切戟時9,000kg,運搬時4,100kgで, 度は切哉時0

～3.1m/min,運搬時0～6.8m/min無段変速である｡当初ロープフ

ィード式を納入したが引続きチェーソフィード方式部品を納入現地

にてチェーソフィード方式と組替えた｡ジブは1,400×11列Ⅴサド

ル形で,ラーメソジプは1,200×900四角11列Ⅴ特殊サドル形で,

チェーン/ 度はいずれも 200m/min,仝隋重量はスキッドとも約

7,600kgである叔質の変化に応じてほ,上ジブにピルツを,下側に

下ジブを取付けることもできる｡

切載後の崩落による自然積込みも山たけ2.2m前後で,天磐とのは

がれが良ければ60%以上は椎保でき,下磐まで完全に切 されるの

でその後の折込み処理ほ容易であると思われるので,ローダは納入

されていない｡

19.1.2 75kWベンドジブコールカッタ

さきに高能率採炭用とLて,HC-OMElOO形75kWコールカッ

タを完成,三菱鉱 株式会社_美肌鉱 所そのほかに納入し,好評を

博している｡本機の最も特長とするところは,切戟送りと運搬送り

第1同 市屑川 45kWコールカッタ 第2同 日 立 水 力 托 炭 機
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第3図 HFC一-DOMElOO75kW ラーメソカッタ

とに,州民駆動幸酎掛こよる無段階変速方式を採∬し,ジブのサンビ

ングも油圧駆動で行ない,これらの躁作がすべて機体後方の運転台

上で行なうことができるなど,高偶力の偉力とともに,油圧操作に

よる運転の｢冊さを発押していることにある｡

ストレートジブコールカッタによるトラフ上での切戟では,下磐

上に騰が残F),その積込み処矧こかなりの労力を費している｡この

トラフ横下磐上の残炭を極力少なくするためにベンドジブの採用が

望まれてきた｡日立ベンドジブでほ,ジプ屈折点でのチェーンの強

を保証し,かつ高速切叡を行うためのカッタチェーン 度の高速

化に適応する重負荷形チューンを採用しており,いくたの尖績をあ

げている｡

三菱鉱 株式会社高島 某所へ納入LたHC--BOMElOO膨75kW

ベンドジブコールカッタほ,l摘記75kW コールカッ列･こ,この→

点屈折式ベンドジブを装僻し,加えてチューンフィード方式を取入

れた新形式の強力コールカッタである.｡従来のロープフィード方式

では,切 しの途中でフィードドラムのロープ巻込能力に応じて透

かしを中断せねばならず,ロープほどき延長操作,ロープ端の再ア

ソカーなどの作業に 過できない時間を資している｡チェーソフイ

ード方式ではこれらの作業が不要となり,またカッタ本体の前進,後

退がノ､ソドルの幼帝えのみで自由にできるのみならず,ひかえロー

プを必要とする傾斜層にても安全確実に操作できるなど多くの札

がある｡かくて本棟は現状ではコールカッタのローダ化へ一歩前逸

した新鋭機である｡

19･1･3 75kWドラムカッタローダ

昭和34年6月ドラムカッタローダ1ン･ナ を完成,工観月モデル切

羽にて切戟･積込み後,三菱鉱業株式会社1~【r賀山鉱業所へ納入34年

8月より同鉱第2卸北1片150m故にて 稼動にはいった｡当初ほ

ロープフィード方式であったが,12月よりチェーンフィード方式に

変更し一段と高能率化した.｡その実績例を示すと

評 第43巻 第1ヰ

第4r実】HC-BOMElOO75kWベンドジブコールカッタ

切羽条件■出たけ1.6m･切羽長1501n･傾斜2～5度

･上下磐不良･炭門ははさみを右し比較的硬門

ドラムカッタローダ採炭時間分折衷

人員し定員28名~)■ 30子1

運転l切 傲;172m
距離1
精込み1 300m

能 率8.65t/人力

切俄､~柑ブ速度il.6m/min

漬込み平巧髄遁.3･7監′血｡

卯羽実動時間!385分:!人昇抗および小食を含まない

機械稼動時間!172分
切 戦 時 問1 99分

程王込み時間1 73分

竺_旦旦__讐_lプ亘品義岩警彗あたり,片禦コンベヤ大
休止 時 間188分

コンベヤ悼｣上

ドラムう1′タ

ロー一夕停lヒ

備考1.

鮨考2.

備考:1･トラフ移設,大塊割り,片磐コンベヤ停止,パイプ移設などによる｡

2･移設待,況_立柱持,肩折返し待などによる｡

さらに35年8月始め,弘終掘を機に全分解し精留点検を実施Lた

が,軸受歯卓州圧変速機に異状は認められずR立ドラムカッタロー

ダの性能のみならず品質の優秀性も確認したJ

さらに8月22日よ～)200m切羽にての稼動を楼に,積込速度の高

速化改造を行い,引続き実動中である｡

その仕様は次のとこおFフである｡

日立75kWチェソフィード形ドラムカッタローダ

HC DF-OMElOO

最大けん引力

速

〔60･､時:)

低速時

高速時

60()

カ ッ タ ド ラ ム 外 径

込 深

動 機 と11 力

10,000kg

6,480kg

0～3.95m/min無段変速

0～6.08m/min無段変速

86.4rpm

236mノ/min

870mm(与

兢カッペし0.7m)

75kW連続

志某ざF一ミニギ
も･顛~~彗･∴･享.■一三十-.r･ヂ竺車
武∴±轟∴j.′●~.二~｢~′∴

十一lさ
第5L巽l切戟巾のドラムカッタローダ 第6図 積込中のドラムカッタローダ
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(プラウははずしてある)

7図 日止HC-E40 ホイルカッタローダ切込み状態

19,】.4 ホイルカッタローダ

本機は,小規模の切羽における,採炭と漬込みの機械化を口標に

製作されたもので,従来のジブを短縮し,その先端下方にホイルカ

ッタを 僻し,上部ジブのカッタチェーソを介して駆動する｡ホイ

ルカッタは,ピック先端径600mm,高さ240mmで,コンベヤト

ラフ横下 まで完全に切 することができる｡切粉は,_lニジブチェ

ーソと本機に後続するプラウにより,自動的に積込みを行なう｡切

戟Lたあとが,ただちに崩落しない炭屑にては,積込み後コンベヤ

トラフをおかし内に抑し込み,上炭を直接トラフ1旬に落して搬目す

る｡

本棟は,中興鉱

コールカッタに装

株式会社福島鉱

して使用した｡

所徳義執に納入し,既納30kW

り速度0.425m/min,電動機30

kWにて負荷60～66%で,期待どおりの切載積込み機能を発揮する

ことができた｡

本機は移設時の■卜 よりの機械全高が780mllュであり,山たけ1

】¶程度の薄層弘においては十分な実績を上げうる｡

19.2 コ ン ベ ヤ

根鉱合判化のカ策として一▲切羽よ申乃山伏は岬人化の傾向にあ

る｡このためさらに 搬容二旨i二の人きいダブルチェーンコンベヤが要

淡されるようになった｡これに対L"チェーソ速度を増す""トラ

フ幅を広げる"などの方法がある｡チェーン 度を68%増大した

53.4m/minのものを太平洋択砿株ぺ会社に納入,ドスコマイナと併

用されている｡またトラフ幅を720mmと広くしたものを松島根砿

に納入し,いずれも好調に運庵Lている｡う今封破蔓fi:の増大はチェーソ

特に連結クリップの強化を要し破断頻度40t以仁のクリップを使用

Lている｡

切羽運搬量の増大に伴って後続の片磐コソベヤも当然大谷覇のも

のが必要となり,従来の最中ベルトコンベヤに代って運搬最の大き

いカーブドコンベヤが急速に増加しつつある｡ の羽切たま に
レし

･
‥
.
■

伴い片磐長も長くなり,従来のベルトコンベヤでは数段の積み棒え

を要したが,カーブドコンベヤでは積み替えなしの一子㌻で 搬でき

ることも採用の理由の一つである｡現/一三羽幌根鉱では1,350m(

カーブ多数あり)を1台のコンベヤで

19.2.1ダブルチェーンコンペヤ

搬している｡

切羽侶炭遥の増加に伴い大容最のコンベヤが要望されている｡

搬符最を増大するには,620mm栢標準形コンベヤでチューン速度

を速くするか,トラフ幅を瓜うごたいわゆる大形コンベヤとするれ

あるいは大形コンベヤでチェーン速度せ くするかの~方法がふる｡

大群~吊ニコンべヤとして次のものな納入し好調に〕ノ退転Lている｡

(1)620帖~高速ダブノしチェーンコンペヤ

(破断荷重40t 以上)

第8図 強 力 ク リ ッ プ

昭利34年12月,620幅標準形コンベヤで,チェーン速度を標準

31.8m/minに比し68%速くしたものを太平洋炭砿株式会社釧路

鉱業所に納入した｡その仕様は

形 式 W---Al---620W

搬容｣一口二 170tノ/h

コンベヤ帖
0.62nl

コンベヤ長 100m

チューン速度 53.4m/min

電

/コ三言

[且

動 機 40kWxl台,1,500rpm

源 400V,50(∪

本機はドスコマイナと併用され成績を上げているし)

(2)大形ダブルチェーソコソべヤ

昭和34年11月l､ラフ幅を広くし,かつチェーン速度を速くした

ものを松島炭砿株式会社人島鉱業所に納入した｡その仕

形 式 W-Al-一720W

｢
-
､∵搬

コンベヤ怖

コソべヤ長

チェン速度

電

電

動 機

源

200t/h

O.721T1

100n1

45.51n′′′min

40kW,1,800rpm

440V 60ヘノ

は

これらコンベヤの郡品は一一都繭~トトやトラフ,スクレーパ,ドラ

イブスプロケットリタソプーリにとどめ許す限り標準コンベヤ部

ぷ-を使用Lたが,特にチェーンとクリップには強力なものを

た｡このため標準A程チェーソより強力なB植チェー

用し

クし作

リップも破断荷謹:40t以上のものを製作採用とともに今後の標準品

とした｡

チェーソのA櫨･B棍の仕様は次のとおりである｡

往×ピ ッ

び申

｣
Ⅳ
人
全
破

荷鹸式

･巾丁

断

断

荷

仲

チ

重
素
び
び

22t

26t以上

1%以下

10%以上

18mm¢×64P

19.2.2 カープドコンベヤ

ECC形カーブドコンベヤはすでに15,000mを納入し,今後ます

ます増加する帆両こある｡従来水平け磐運搬が主であったが最近傾

斜運搬にも次第に使!ごlほれるようになった｡

その場f=こは迎 防直装置として押上機什の制動機を減速機に取

付ける必要がある`二.ブレーキの什機は次のとぉ=)である(.〕
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な少力量級 い場合,間欠的な運搬の場合中間部分のパンを取除

き,列車形コンベヤとしたものが 済的である｡この点に着日して

設計したのがTCC形カーブドコンベヤである｡

TCC形カーブドコンベヤの･l一間部は,チェーソ単独部分と/くソ列

車部分とからなる｡チェーン単独部分ほ,チェーソのたれ下りとカ

ーブ部における片寄りを防｣卜するため,ところどころに案内台申を

取イ車ナる｡パン列車の長さは所要 微量で決定しパン列車の台数は

使用条件に最も適合するように編成する｡TCC形の駆動部分,リタ

ン部分,パン,レー′し,チェーンなどは,ECC形と同一部品である

からどちらへも切揮え使用することができる｡

19.3 鉱 車

19.3.12.Om3立坑斜坑兼用鉱車

採炭現場の深部移行に作い従来の斜坑では非能率となってきた運

搬問題を解決するため立坑の開発が全l∃綱勺に盛んである｡

立坑に使用される鉱申ほ斜坑用とまったく異った性能が要求され

る｡したがってわがしElの択鉱に斜朋匿より発適してきた関係でこれ坑

開発後も従 の斜坑を利用Lたいとの理由から両用途に適する鉱中

の出現が軟く要求されている｡このような鉱車は外国にも例がなく

解決はきわめて困難祝されていたが,鉱車に閲し30年の経験を有す

る日立金属工 株式会社ではこの困 Eを解決し両用の使用条件を満

足させる二弘坑斜坑兼用鉱車を完成L,中興鉱業株式会社より400台

受注した｡

その特長は次のとおさ)である｡

(1)連結器の衝突面が高いので立坑ケージの

ても鉱車の積み降しに支l

(2) 崗

をきたさない｡

床誤差が大きく

化Lた主菜中にも十分耐え鉱車や装置を損傷させぬよう

結器の緩衝容量を従来の斜坑用に比し倍加した｡

(3)連結ほワンリンクとピンによって行うので絶対確 でかつ

75t以上の強度を有しており従来の鉱申とまったく同様に斜坑で

使用できる｡

(4)辿結リンクは横力向に保崩され前方に突出しない(弟12

図)｡

(5)軸受,車軸のまわりは操車の自動化に適合するような構造

と強度を有している｡

おもな諸元ほ次のとおりである｡
｣ニーJ_

上~旦

1上-▲

lI~~I】

2.Om3

1,190mIll

自 重 1,070kg

全 長 3,030mm

全 幅 1,150mr:1

函体は防食亜鉛メッキ

第121実l正坑斜坑兼川鉱申の連結器 第13l_蛋】2.Om3立坑斜坑兼川鉱車




